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●施工補足

1）防雪フードの使用について

※室外ユニットの騒音や排ガスによる臭いが、近隣に影響を及ぼさないよう、フードの設置方向や排気延長キッ
トとの組み合わせなど設置時に、配慮してください。

●防雪フードの吹出方向は、下図のようにユニット上部にある排気トップが吹出側になるように設置してくだ
さい。…
反対方向に設置した場合、排気が防雪フード内で滞留し、フード、天井パネルに結露、氷結することにより、
機器に不具合が発生する可能性があります。…
周囲の環境状況により、吹出し方向を反対方向に設置する必要がある場合は、排気延長キットを設置し、排気
が防雪フードの外へ排出されるようにしてください。

排気トップ

左側面図

●GHP本体の上部には右図に示すように、冷却水封
入口があります。防雪フードを使用する場合には、
冷却水の補充やエアー抜きができるように手配時
に配慮してください。

2）架台上に室外ユニットを設置する場合

●安全にメンテナンス作業を行うため高い基礎上に室外ユニットを設置しメンテナンス時に脚立等の使用が必
要な場合には図のようなメンテナンス空間を設け、脚立等に乗らずに作業できるようなスペースを設けてく
ださい。また、落下の危険がある場合には手すり等の安全策を講じてください。

冷却水封入口

背面側

室外ユニット

作業スペース

架台

1. 室外ユニット据付工事
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（2）分岐配管サイズ選定

■既設配管を使用する場合（必ず配管肉厚を確認してください）

分岐管主配管

分岐後の主配管

室外機

室内機

室内機接続配管

接続容量
（kW）

液管 ガス管
φ6.35※ φ9.52 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ28.58 φ31.75 φ34.92 φ38.1 φ41.28 φ44.45 φ50.8

主
配
管

（
室
外
ユ
ニ
ッ
ト

の
合
計
容
量
）

33.5 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ●

56.0 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ●

分
岐
後
の
主
配
管

（
接
続
さ
れ
る
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
の

合
計
容
量
）

16.0以下 ○※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
16.1 ～ 28.0 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ●
28.1 ～ 35.5 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ●
35.6 ～ 45.0 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ●
45.1 ～ 71.0 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ●
71.1 ～ 101.0 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ●
101.1～142.0 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ●
142.1～ 221 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

最
終
分
岐
か
ら
室
内
ユ
ニ
ッ
ト

2.2 ○※ ○ ○
2.8 ○※ ○ ○
3.6 ○※ ○ ○
4.5 ○※ ○ ○ ○
5.6 ○※ ○ ○ ○
7.1 ○※ ○ ○
8.0 ○※ ○ ○
9.0 ○ ○ ○
11.2 ○ ○ ○
14.0 ○ ○ ○
16.0 ○ ○ ○
22.4 ○ ○ ○ ○ ○
28.0 ○ ○ ○ ○ ○

・◎印の配管口径は、最大配管長が90m相当長以下であれば使用可能です。
・必ず、配管肉厚を確認してください。
・分岐後の主配管サイズは、上流の主配管サイズを超えないように選定してください。
・●印の配管口径を使用する場合は、冷凍機油を長さに対して100cc/m追加してください。ただし配管長が10m
以下の場合は、一律1ℓ追加してください。オイルサービス部品コード：623-168-8802（HP-9×4ℓ）

室外機

室内機

φ6.35（液管）

αm

AkW

BkW

CkW

γm

βm
δm

高低差ε≦4m

《注意事項》
※：既設配管で下記条件を満たす場合はφ6.35（液管）の配管を使用できます。
①.冷房、暖房時に分流不良による能力不足のクレームがないこと。
②.暖房時に冷媒音のクレームがないこと。
③.室内ユニットと室外ユニットを結ぶ配管上にあるφ6.35の合計長が15m以内。…
α+β≦15m α+γ≦15m δ≦15m

④.室内ユニット間高低差4m以内。ε≦4m
⑤.φ6.35配管に接続される室内ユニット合計容量は8.0kW以内。A≦8、B+C≦8
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（3）冷媒配管相当長

配管系統に使用する継手部品の直管相当長さは、下表を参照して配管システムの設計を行います。

●継手部品の直管相当長さ	 単位[m]
吸込管または
太管（ガス管） φ9.52 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ28.58 φ31.75 φ38.1

90°エルボ 0.15 0.3 0.35 0.42 0.48 0.52 0.57 0.7 0.79

45°エルボ 0.1 0.23 0.26 0.32 0.36 0.39 0.43 0.53 0.59

ティーズ 0.2 0.5 0.5 0.6 ― 0.8 0.9 0.9 ―

ソケット 0.05 0.1 0.11 0.12 ― 0.14 0.16 0.18 ―

U字管曲げ
（R60～ 100mm） 0.7 0.9 1.05 1.26 1.44 1.56 1.71 2.1 2.37

トラップベンド 1.8 2.3 2.8 3.2 3.8 4.3 4.7 5.0 5.8

分岐管 0.5

ヘッダー配管 1

●曲げパイプの直管相当長

R―d
相　当　長

45°曲げ 90°曲げ 180°曲げ

0.5 25.0×d 40.0×d 53.5×d

1.0 12.0×d 18.5×d 25.8×d

1.5 7.8×d 12.2×d 16.4×d

2.0 6.4×d 10.0×d 13.4×d

2.5 5.9×d 9.2×d 12.3×d

3.0 5.7×d 9.0×d 12.0×d

3.5 5.9×d 9.2×d 12.2×d

4.0 6.4×d 10.0×d 13.4×d

4.5 7.1×d 11.0×d 14.8×d

計算例

d：外径
R：曲げ半径

（例）
19mmのパイプを半径30mmで90°曲げた場合
　　　　（d=19・R=30）

表より
相当長=12.2×19=231mm
0.23mになる

R―d 　=　 3019 　=　1.57

1. 室外ユニット据付工事
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（4）後増設

①室内ユニットの増設可能条件
室外ユニットに対する室内ユニットの接続制限は下表を参照してください。

単独設置時
355形 560形

馬力相当 13 20
室外機に対する室内機の容量比率 75%～ 130%
最小接続可能室内機容量 22形（0.8形相当）
室内機接続可能最多台数（系統ごと） 24 33

2台設置時
355形
×2

355形
+450形

450形
×2

355形
+560形

450形
+560形

355形
+710形

560形
×2

450形
+710形

馬力相当 26 29 32 33 36 38 40 41

室外機に対する室内機の容量比率 最小：システム中、最小室外機容量の50%※1

最大：室外機2台合計容量の130%
最小接続可能室内機容量 22形（0.8形相当）
室内機接続可能最多台数（系統ごと） 48 50 52 57 59 64

355形
+850形

560形
+710形

450形
+850形

560形
+850形

710形
×2

710形
+850形

850形
×2

馬力相当 43 45 46 50 50 55 60

室外機に対する室内機の容量比率 最小：システム中、最小室外機容量の50%※1

最大：室外機2台合計容量の130%
最小接続可能室内機容量 22形（0.8形相当）
室内機接続可能最多台数（系統ごと） 64

※1　U2形を最小室外機とする場合は75%。同一容量のU1形室外機とU2形室外機の組合せの場合は50%。

②室外ユニットの接続可能条件（必ず増設後の合計馬力で配管サイズを選定してください。）
1台設置

現在据付け計画中の室外機
（系統毎の馬力数） 相当馬力 13馬力 16馬力 20馬力 25馬力 30馬力

将来増設可能室外機
（組合せ上限最多2台）

13馬力 〇 〇 ○ ○ ○
16馬力 △ 〇 ○ ○ ○
20馬力 △ 〇 ○ ○ ○
25馬力 - 〇 ○ ○ ○
30馬力 - △ △ △ ○

※上記の組み合わせ以外の室外機は増設できません。
※室外機を増設する場合は、予め閉鎖栓（現地手配）などを設けてください。
※室内・外ユニットを増設後においても、冷媒配管長の制限を満足できるよう配慮してください。
※違う形式の組合わせはできませんのでご注意ください。
※△条件ではガス管がφ38.1を超える配管接続は対応できません。（相当長90mを超える場合）

③増設を想定した配管サイズを選定してください。
［　室外ユニット据付工事及び（2）分岐配管サイズ選定の項参照　］
④設置後、増設する可能性のある場合は、室外ユニット・室内ユニット側の分岐管に閉鎖栓（現地手配）を設置する
よう計画してください。（図1）
1）必ずオイルがたまり込まないように逆勾配にしてください。
2）主管より最短距離（40cm以内）にしてください。
3）閉鎖栓（現地手配）の管径が主管の管径より小さい場合は、レデューサーなどで取り付ける所のみサイズダウ
ンしてください。

4）容易に操作できる場所を選定し、後日に設置場所を確認できるように考慮してください。
5）閉鎖栓（現地手配）のサービスポートの位置は、増設ユニット側に向くようにしてください。
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増設用

増設用

増設用

４０ｃｍ以内

４０ｃｍ以内

増設室外ユニット

第一分岐
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（5）分岐配管施工要領

・APR-P160B

機種名 組合わせ配管仕様内容
APR-P160B 部品　1 部品　2
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・APR-P680B
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機種名 APR-P680B

セット内容

部　品　名 部品　1 部品　2
分　岐　管 1個 1個
断　熱　材 1個 1個
レデューサー 5個 3個

1. 室外ユニット据付工事
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・SGP-PCH1400K

新
部
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機種名 SGP-PCH1400K

セット内容

部　品　名 部品　1 部品　2
分　岐　管 1個 1個
断　熱　材 1個 1個
レデューサー 10個 5個
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（6）ヘッダー配管施工要領

●ヘッダー配管は、下図に示す向きにて使用してください。特に垂直使用の場合には、注意してください。

〈垂直使用〉

②水平上向き使用

●室内ユニット側の冷媒配管サイズに合わせヘッダー配管の分岐部分を切断し、使用してください。

●室内3台で使用する場合、3台分は室内ユニット側の冷媒配管サイズに合った所で切断し、結合してください。
使用しない所はそのまま状態で使用してください。

●室内5～ 8台使用する場合は下図のようにヘッダー配管を2個結合して使用してください。
〈ヘッダー配管の結合〉

●配管の切断位置は下図を参照してください。

●詳細については、据付工事説明書を参照してください。

〈水平使用〉

①水平横向き使用
・15°～ 30°傾けて使用してください。
・室内ユニット側分岐配管は、下図の
ように必ず1度立ち上げてから横引
き配管してください。

1. 室外ユニット据付工事
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（7）冷媒配管接続作業

①冷媒配管材料

材質：JIS H 3300「銅管および銅合金継目無管」りん脱酸銅（C1220）
配管径サイズ：配管サイズは表1、表2によるものをご使用ください。

<Wマルチ>
表1	 単位 mm

配管呼外径 φ9.52 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ28.58 φ31.75 φ38.1 φ44.5
肉厚 0.8 0.8 1.0 1.2 1.0 1.0 1.0 1.0 1.1 1.35 1.55
タイプ O材 1/2H材またはH材

液管でφ 19.05 フレアナットを使用する場合はフレア部を肉厚1.2 の配管にしてください。

<リニューアル専用機>
表2-1.既設配管を使用する場合（必ず、配管肉厚を確認してください）	 単位 mm

配管呼外径 φ9.52 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ28.58 φ31.75 φ38.1 φ44.5
肉厚 0.8 0.8 1.0 1.0以上 1.15 1.0 1.0 1.1 1.15 1.25
タイプ O材 1/2H材またはH材

リニューアルの場合もフレアナットは2種（R410A用室内ユニット、別売品に付属）を使用してください。
液管でφ19.05フレアナットを使用する場合はフレア部を肉厚T1.2の配管にしてください。

（8）降雪センサー取付け方法

降雪センサー [SNOW](CN39)・・・3Pコネクター
・リレーがONすることにより室外機の運転・停止に関係なく室外ファンが回転します。
●配線例

電源

室外メイン基板 

降雪プラグ 
（CN39）

外部接点* 
（降雪センサー：現地手配）リレー 

1 1

2 2

3 3

注1）	室外メイン基板とリレーまでの配線長は2m未満にしてください。
	 降雪センサー・リレー・3Pソケット、および配線は現地手配してください。
注2）	リレーは接点仕様が最小適応負荷0.1mAのものを選定してください。
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（1）据付工事説明書（電気工事編）

2. 室外ユニット電気工事
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